
広
報おおの 平成17年（2005年）

No. 715

4月号
古紙配合率100％再生紙を使用しています

春告げる「七間朝市開き」

ホームページ http://www.city.ono.fukui.jp/
E－メール yamabiko＠city.ono.fukui.jp

特集

新・大野市へ合併調印
当初予算の概要

左　　大勢の買い物客でにぎわう朝市
右上　人力車も運行を再開
右中　春を感じさせるフキノトウ
右下　招福菓子まき



　

合
併
協
定
調
印
式
は
、
両
市
村
の
関
係

者
な
ど
約
八
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

協
定
調
印
に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告
の

後
、
天
谷
光
治
市
長
と
山
本
一
郎
村
長
が

合
併
協
定
書
に
署
名
し
て
押
印
。
立
会
人

の
合
併
協
議
会
委
員
、
特
別
立
会
人
の
西

川
一
誠
知
事
、
山
田
庄
司
、
山
岸
猛
夫
両

県
議
会
議
員
が
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

　

天
谷
市
長
は
「
地
方
財
政
が
厳
し
く
な

る
中
、地
方
分
権
や
行
政
課
題
、住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
合
併
は
避

け
て
通
れ
な
い
。
両
市
村
は
合
併
特
例
法

に
基
づ
く
優
遇
措
置
を
受
け
な
が
ら
、
基

礎
的
自
治
体
と
し
て
足
腰
を
鍛
え
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
を
選
択
し
た
。
合
併
を
し
て
も
行
財

政
が
厳
し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、

さ
ら
に
行
政
改
革
を
進
め
て
新
市
建
設
に

向
け
て
努
力
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

山
本
村
長
は
「
昭
和
三
十
一
年
に
上
穴

馬
村
と
下
穴
馬
村
が
合
併
し
て
和
泉
村
が

誕
生
し
た
。
二
年
後
に
石
徹
白
村
の
一
部

が
加
わ
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
合
併
に

よ
る
地
域
の
変
遷
を
身
を
も
っ
て
体
験
し

た
の
で
、
合
併
後
の
地
域
づ
く
り
に
は
不

安
と
期
待
が
あ
る
。
調
印
を
契
機
に
和
泉

村
が
ス
ム
ー
ズ
に
大
野
市
に
編
入
し
、
一

日
も
早
く
村
民
の
不
安
を
解
消
し
、
融
和

関
係
を
構
築
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
力
を
合
わ
せ
た
い
」
と
語
り
、
新

市
の
発
展
に
向
け
て
一
致
協
力
し
て
い
く

こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

平
成
の
合
併
と
し
て
は
、
県
内
六
例
目

と
な
る
今
回
の
調
印
。
合
併
後
の
市
の
人

口
は
四
万
人
余
り
、
面
積
は
県
内
最
大
の

八
百
七
十
二
平
方
㌔
㍍
と
な
り
ま
す
。

　

三
月
三
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
開

か
れ
た
定
例
市
議
会
で
「
大
野
市
及
び
大

野
郡
和
泉
村
の
廃
置
分
合
」
や
「
廃
置
分

合
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
」
な

ど
合
併
関
連
議
案
四
件
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
提
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
和
泉
村
議
会
で
も
、
合
併
関
連

議
案
を
可
決
。
両
市
村
の
合
併
協
議
が
す

べ
て
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
月
二
十
五
日

に
知
事
へ
合
併
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

新
市
発
展
に
協
力
を
確
認

両
市
村
議
会
で
可
決
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合
併
ま
で
の
流
れ

県
議
会
の
議
決
・
知
事
の
決
定

県
議
会
の
議
決
を
経
て
、
知
事
が
正

式
に
合
併
を
決
定

総
務
大
臣
へ
の
届
け
出

知
事
が
総
務
大
臣
へ
合
併
を
届
け
出

官
報
告
示

総
務
大
臣
の
告
示
に
よ
っ
て
、
合
併

の
効
力
が
発
生

新
市
の
誕
生

十
一
月
七
日
、
大
野
市
と
和
泉
村
が

合
併
し
て
新
市
が
誕
生

　

大
野
市
と
和
泉
村
と
の
合
併
協
定
調
印
式
を
、
二
月
二
十
五
日
に

有
終
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
三
月
に
は
両
市
村
議
会
で
合
併
関
連

議
案
を
可
決
、
知
事
へ
合
併
申
請
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
県
議
会

で
の
議
決
を
経
て
国
へ
の
手
続
き
を
進
め
、
十
一
月
七
日
に
新
し
い

「
大
野
市
」
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す

新
・
大
野
市
へ
合
併
調
印
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二
月
五
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
、
両
市

村
で
そ
れ
ぞ
れ
四
回
の
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

合
併
の
必
要
性
や
効
果
、
合
併
協
定
項

目
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
、
参
加
者
と
意

見
交
換
や
質
疑
応
答
を
行
い
、
合
併
に
対

す
る
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

第
十
五
回
大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議

会
が
二
月
十
七
日
、
有
終
会
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
両
市
村
で
開
催
し
た
住
民
説
明

会
の
報
告
を
受
け
、
合
併
協
定
の
内
容
を

あ
ら
た
め
て
確
認
。
協
定
項
目
に
関
す
る

協
議
を
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
合
併
前
日
ま
で
継
続
し
、
事

務
事
業
な
ど
の
細
部
に
関
す
る
調
整
に
取

り
組
み
ま
す
。

住
民
説
明
会
を
開
催

協
定
項
目
に
関
す
る
協
議
を
終
了

調印を終えて握手を交わす（左から）
天谷市長、西川知事、山本村長　　　

合併調印特集



　

計
画
で
は
、
新
市
が
目
指
す
将
来
像
と

そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
理
念
を
次
の
よ

う
に
定
め
ま
し
た
。

〈
新
市
が
目
指
す
将
来
像
〉

　

九
頭
竜
の
源
流
と
城
下
町
が
育は

ぐ
く

む

　

う
る
お
い
と
活
力
の
宝
庫

〈
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
〉

　

新
た
な
発
見
と
強
い
絆き

ず
な

で
創
造
す
る
ま

　

ち
づ
く
り

　

新
市
に
は
、九
頭
竜
川
が
代
表
す
る「
自

然
」、
永
い
時
を
刻
ん
だ
「
歴
史
」、
郷
土

が
培
っ
た
「
人
」
な
ど
、
次
世
代
に
受
け

継
ぐ
べ
き
宝
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
宝
を
、
一
人
ひ
と
り
が
手
を

取
り
合
い
、
新
た
に
発
見
し
、
強
い
絆
で

創
造
し
て
い
く
こ
と
を
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

新
市
が
実
施
す
る
施
策
の
柱
を
、
環
境
・

知
恵
・
安
心
・
快
適
・
交
流
・
活
力
の
六

項
目
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
各
分
野
を
横
断
し
、
優
先
的
、

重
点
的
に
取
り
組
む
も
の
と
し
て
、
次
の

五
つ
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け

ま
し
た
。

【
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
や
国
道
の
整
備
を

促
進
し
、
東
海
方
面
と
の
経
済
活
動
や
文

化
交
流
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　

大
野
市
と
和
泉
村
を
結
ぶ
国
・
県
道
の

整
備
を
促
進
し
、
地
域
住
民
や
観
光
客
の

行
き
交
う
地
域
間
交
流
を
強
化
す
る
。

　

Ｊ
Ｒ
越
美
北
線
や
路
線
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
図
る
。

【
地
域
情
報
化
】

　

情
報
通
信
基
盤
の
高
度
化
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
み
、
住
民
生
活
や
産

業
活
動
の
高
度
情
報
化
を
図
る
。

【
森
林
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
】

　

自
然
環
境
の
保
護
・
保
全
、
活
用
を
進

め
、
自
然
と
の
調
和
・
共
存
を
テ
ー
マ
と

し
た
総
合
的
な
事
業
を
展
開
す
る
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
資
源
・
観
光
資
源
を
生

か
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る
。

【
学
び
の
里
】

　

市
全
体
を
歴
史
・
文
化
や
自
然
環
境
を

生
か
し
た
学
習
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、

身
近
に
学
習
・
体
験
で
き
る
拠
点
づ
く
り

や
人
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

【
市
街
地
活
性
化
】

　

交
流
・
観
光
の
拠
点
、
地
域
産
業
活
性

化
の
拠
点
と
し
て
市
街
地
の
整
備
を
図
る
。

　

新
市
全
体
に
点
在
す
る
資
源
や
人
材
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
み
、
市
街
地

を
は
じ
め
市
全
体
の
活
性
化
を
図
る
。
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将
来
像
と
基
本
理
念

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画

　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
市
町
村
建
設
計
画
）
は
、
新

市
の
将
来
像
や
施
策
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
基
づ
く
施

策
や
財
政
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
期
間
は
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
十
年
間
で
す
。



（５）2005.4  広報おおの

大野市

和泉村
合併

大野市と和泉村の合併 合併による経費削減効果
人件費の削減など　23.5億円

地方交付税による財政支援
7.0億円

合併による効果
30.5億円

新市のまちづくりに活用

国からの合併補助金　2.1億円
県からの合併交付金　5.0億円
合併特例債　　　　 56.2億円

今後10年間の財政見通し

　

新
市
の
財
政
計
画
は
、
健
全
な
財
政
運

営
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
現
行
制

度
が
、
今
後
も
継
続
さ
れ
る
も
の
と
し
て

算
定
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
市
の
基
本
的
な
歳
入
・
歳
出

を
経
理
す
る
一
般
会
計
。
算
定
に
当
た
っ

て
は
過
去
の
実
績
を
基
に
、
社
会
情
勢
や

経
済
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
る
財
政
効
果
に
は
、
人
件
費

の
削
減
や
共
通
経
費
の
削
減
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

合
併
後
の
十
年
間
で
、
人
件
費
の
削
減

な
ど
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
二
十
三
億
五

千
万
円
と
、
地
方
交
付
税
に
よ
る
財
政
支

援
七
億
円
を
計
上
。「
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
に
盛
り
込
ん
だ
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
特
例
債
の
起
債
や
、
国
庫
補
助

金
・
県
交
付
金
な
ど
か
ら
六
十
三
億
三
千

万
円
の
効
果
を
見
込
み
ま
し
た
。

【
合
併
特
例
債
】

　

合
併
特
例
債
と
は
、
市
町
村
建
設
計
画

に
基
づ
く
公
共
施
設
の
整
備
や
基
金
の
造

成
の
た
め
に
利
用
で
き
る
地
方
債
（
地
方

自
治
体
の
長
期
借
入
金
）
の
こ
と
で
す
。

　

元
利
償
還
金
の
七
割
が
、
普
通
交
付
税

と
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

新
市
の
財
政
計
画

合
併
に
よ
る
財
政
効
果

合併の方式　大野郡和泉村を廃し、その区域を大
　野市に編入する編入合併とする

合併期日　平成17年11月7日とする
新市の名称　大野市とする
新市の事務所　現在の大野市役所の位置とする
財産の取り扱い　和泉村の財産と債務は、すべて
　大野市に引き継ぐ

和泉村議会の議員　大野市議会議員の残任期間、
　大野市議会の議員として引き続き在任する。た

　だし、その人数は３人とする

和泉村農業委員会の委員　大野市農業委員会の残
　任期間、選挙により選ばれた農業委員のうち２

　人を大野市農業委員会の委員として在任する。

　またこの期間に限り、選任による委員を１人増

　員し、和泉村の区域から選出する

地域審議会　和泉村の区域を対象とする地域審議
　会を設置する。設置期間は平成27年3月31日ま

　で。和泉村の区域に関する市町村建設計画の変

　更や執行状況などについて、市長の諮問に応じ

　て審議・答申したり、意見を述べたりできる

地方税　原則として大野市の制度に統一する。た
　だし、国民健康保険税は、合併年度に限り現行

　税率によるものとする

一般職の職員　和泉村の一般職の職員は、すべて
　大野市の職員として引き継ぐ。定員適正化計画

　を見直し、定員管理の適正化に努める

条例、規則　大野市の条例、規則を適用する
事務事業　各種事務事業は、原則として大野市の
　制度に統一する。ただし一部施設については、

　現行のとおり引き継ぎ効率的な運営を行う

大野市・和泉村合併協議会では、15回の協議会を通して、21項目の合併協定項
目を取りまとめました。その一部を紹介します。

主 な 合 併 協 定 項 目

合併調印特集
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一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
百
五
十
一
億

六
千
二
百
万
円
、
前
年
度
と
比
べ
三
・
七

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
の
主
な
要
因
は
、
平
成
十
八
年
三

月
に
完
成
予
定
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
費
で
す
。

　　

市
税
は
、
個
人
市
民
税
で
前
年
度
比

一
・
三
％
、
固
定
資
産
税
で
前
年
度
比

〇
・
七
％
の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
法

人
市
民
税
は
十
・
二
％
の
増
額
。
総
額
で

は
前
年
度
比
〇
・
一
％
増
の
三
十
六
億
八

百
八
十
三
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
に
大
き
く
削
減
さ
れ
た

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
と
同
額
の
四
十

二
億
五
千
万
円
を
計
上
。
市
債
は
前
年
度

比
十
五
・
二
％
増
の
十
八
億
六
千
八
百
八

十
万
円
と
し
ま
し
た
。

　　

今
回
の
予
算
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
た
環
境
施
策

の
推
進
、
将
来
計
画
の
策
定
に
よ
る
総
合

的
な
福
祉
施
策
の
推
進
、
地
域
経
済
活
性

化
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
次
の
項
目
を
重
点
推
進

事
業
と
し
て
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳　

入

歳　

出

　

平
成
十
七
年
度
の
当
初
予
算
案
が
、
三
月
定
例

市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
の
活

性
化
や
、
循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
を
基
本
方
針

に
編
成
し
た
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
17
年
度

区　分 予算額 対前年比

一般会計 151億6,200万円 3.7％

特別会計 123億8,247万円 5.8％

企業会計
（水道）

2億8,270万円 2.8％

総　　額 278億2,717万円 4.6％

平成17年度当初予算額

一般会計

当
初
予
算
の
概
要

分担金

諸収入

負担金
　など

自主財源
依存財源

市税
36億883万円
（23.8％）

教育費
35億5,844万円
（23.5％）

その他
議会費など
6億380万円
（4.0％）

民生費
30億809万円
（19.8％）

衛生費
17億7,568万円
（11.7％）

公債費
14億2,316万円
（9.4％）

土木費
13億3,341万円
（8.8％）

農林水産業費
10億1,514万円
（6.7％）

消防費
5億1,619万円
（3.4％）

商工費
4億4,286万円
（2.9％）

    14億
　　8,523万円
（9.8％）

地方交付税
42億5,000万円
（28.0％）

国・県支出金
22億5,490万円
（14.9％）

市債
18億6,880万円
（12.3％）

繰入金10億
4,932万円
  （6.9％）

5億
9,909万円
（3.9％）

5億6,956万円
（3.8％）

地方
消費税
交付金
など

9億6,150万円
（6.4％）

歳入
151億6,200万円

総務費

歳出
151億6,200万円
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重
点
推
進
事
業

・
和
泉
村
と
の
合
併

・
亀
山
周
辺
整
備
事
業
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

　

タ
ー
建
設
）

・
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進

・
水
資
源
の
総
合
的
な
保
全
と
活
用

・
「
学
び
の
里
」
づ
く
り

・
地
域
経
済
の
振
興
と
雇
用
の
促
進

・
環
境
と
調
和
し
た
事
業
の
推
進

・
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
（
広
域
組
合
）

　

の
建
設

※
詳
細
は
、
五
月
に
全
戸
配
布
す
る
「
大

　

野
市
の
し
ご
と
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区　分 予算額 対前年比

国民健康保険 33億39万円 14.9％

老 人 保 健 45億7,339万円 5.5％

簡 易 水 道 6,634万円 △14.8％

農業集落排水 8億1,961万円 34.0％

下 水 道 11億957万円 △14.0％

介 護 保 険 25億1,317万円 △0.2％

総 　 　 額 123億8,247万円 5.8％

▼会計の種類

【一般会計】
福祉や教育、道路の整備など、市の基本的な
仕事を行う会計です。主に市税と地方交付税
でまかなわれています。

【特別会計】
保険料や使用料など特定の収入で、事業の経
費をまかなう会計です。一般会計と分けて経
理することで、収支を明確にしています。

【企業会計】
民間企業と同じように、事業によって得た収
入で支出をまかなう会計です。大野市では、
水道事業が該当します。

特別会計主な新規事業など
人　思いやりと豊かな心を育むまち
シビックセンター建設事業　20億1,664万円
有終西小学校と大野公民館、生涯学習センターの複合施
設を建設（総事業費32億1,140万円）

市史発刊事業　985万円
市史第12巻「民俗・方言編」を発刊

環境　環境保全と美しい景観づくりのまち
あっ宝んど施設整備経費　4,638万円
広域ごみ処理施設から発生する余剰エネルギーを利用す
るための施設整備など

街なみ環境整備事業　1億4,170万円
旧内山家の背割り水路や百間堀周辺を整備

交流　人が集い心が響きあうまち
大野四季彩祭り事業　180万円
季節ごとに観光イベントを開催（さくらまつり、万灯
会、味覚まつり、灯火とあったか市）

平成大野屋二階蔵関係経費　277万円
昭和初期の七間朝市を再現した模型の展示や、工作、縄
ない、メンコなど昔遊び体験の実施

国民文化祭開催事業　900万円
国民文化祭の一環として「民謡・民舞の祭典」「ぎゅっ
とLIVE in ONO」を開催

生活　住みたい・住み続けたいまち
越美北線通学定期券助成　400万円
越美北線の通学定期券に5割を助成

不妊治療費助成事業　100万円
不妊治療を受ける夫婦に対する治療費の助成

病児デイケア促進事業　992万円
病気などで集団保育が困難な児童の一時預かり

地方道路交付金事業　7,361万円
木本南北8号線、小山工業団地線、大野駅春日木本線の
道路整備

城下町おおの定住促進事業　580万円
新規転入者の住宅取得や、中心市街地での共同住宅建設
などに対する補助

その他
各種計画の策定　1,697万円
第4次大野市総合計画の後期計画、男女共同参画プラ
ン、地下水保全管理計画、水の見えるまちづくり計画

住基・税システム合併時統合改修事業　8,710万円
和泉村との合併に向けた、住民基本台帳や税情報に関す
る電算システムの統合改修



　

三
月
三
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
、

第
三
百
三
十
七
回
定
例
市
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
平
成
十
七
年
度
の
予
算
案
を
は

じ
め
、
十
六
年
度
の
補
正
予
算
案
な
ど
全

三
十
三
議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
提
案
ど

お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

16
年
度
予
算
の
補
正

　

一
般
会
計
の
補
正
額
は
七
千
八
百
八
十

三
万
九
千
円
の
減
額
。
補
正
後
の
総
額
は

百
五
十
六
億
七
十
万
千
円
で
、
前
年
同
期

比
九
・
五
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
防
災
マ
ッ
プ
の
改
訂
な

ど
防
災
対
策
経
費
に
三
百
二
十
三
万
四
千

円
、
除
雪
経
費
に
五
千
万
円
を
追
加
。
大

野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
を
五
千
九
百
四
十
六
万
八
千
円
減
額
、

中
小
企
業
資
金
融
資
預
託
金
も
一
億
千
七

百
万
円
の
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
補

正
総
額
は
二
億
七
千
三
百
十
三
万
二
千
円

の
減
額
、
予
算
総
額
は
二
百
八
十
億
三
千

三
百
六
十
七
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

副
議
長
に
幾
山
氏

　

今
定
例
会
で
、
幾
山
秀
一
氏
（
五
十
一

歳
・
橋
爪
）
が
副
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
幾
山
氏
は
平
成
七
年
に
市
議
会
議
員

に
初
当
選
し
現
在
三
期
目
。
総
務
文
教
、

産
経
建
設
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
等
整
備

促
進
の
各
委
員
会
で
委
員
長
を
歴
任
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委

員
会
の
構
成
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

常　任　委　員　会 議会運営
委 員 会総務文教 産経建設 民生環境

◎島口敏榮
○笹島彦治
　牧野　勇
　竹内安汪
　浦井智治
　常見悦郎
　畑中章男
　松井治男

◎松田信子
○川端義秀
　宮澤秀樹
　兼井　大
　本田　章
　幾山秀一
　谷口彰三

◎米村輝子
○藤堂勝義
　松原啓治
　山本鐵夫
　寺島藤雄
　砂子三郎
　榮　正夫

◎常見悦郎
○谷口彰三
　山本鐵夫
　島口敏榮
　本田　章
　砂子三郎

一
般
会
計
７
８
８
３
万
円
を
減
額

16
年
度
補
正
予
算
案
を
可
決

定　例
市議会

副議長
幾山秀一氏

必
要
な
も
の　

助
成
金
の
交
付
を
受
け
る

　

口
座
の
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
と
印
鑑

太
陽
光
発
電
な
ど
の
住
宅
設
備

対
象
と
な
る
設
備

　

①
太
陽
光
発
電
設
備

　

②
屋
根
融
雪
・
雨
水
再
利
用
設
備

補
助
件
数　

①
二
十
件
②
十
五
件

補
助
金
額　

各
工
事
費
用
の
九
分
の
二
以

　

内
（
た
だ
し
①
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

　

団
の
補
助
金
額
分
を
減
額
し
た
金
額
）

補
助
上
限
額　

各
四
十
万
円

申
込
期
間　

四
月
十
一
日
㊊
〜
十
一
月
三

　

十
日
㊌

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
書
類

　

を
添
え
て
提
出

そ
の
他　

対
象
と
な
る
に
は
、
一
定
の
要

　

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す

低
公
害
車
の
購
入

対
象　

平
成
十
七
年
四
月
一
日
以
降
に
、

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
の
低
公
害
車
を

　

市
内
で
購
入
し
、
新
車
登
録
し
た
個
人

　

ま
た
は
市
内
で
事
業
を
営
む
法
人

補
助
件
数　

二
十
件

補
助
金
額　

低
公
害
車
と
通
常
車
両
と
の

　

価
格
差
の
四
分
の
一

補
助
上
限
額　

一
台
に
つ
き
十
二
万
円

申
請
方
法　

新
車
登
録
後
三
十
日
以
内
に

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

申
請
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課
（
☎
66

　
・
１
１
１
１
内
線
４
６
３
）
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ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　

各
種
助
成

越
美
北
線
の
利
用

対
象　

越
前
大
野
駅
で
、
通
勤
・
通
学
定

　

期
券
や
回
数
券
、
五
人
以
上
の
団
体
で

　

乗
車
券
を
購
入
し
た
市
民

※
通
学
定
期
券
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一

　

日
以
降
に
購
入
し
た
も
の
に
限
り
ま
す

助
成
額　

越
美
北
線
利
用
区
間
の
購
入
費

　

ま
た
は
運
賃
の
五
割

申
請
方
法

①
通
勤
・
通
学
定
期
券　

有
効
期
間
の
終

　

了
後
一
年
以
内
に
定
期
券
を
提
示

②
回
数
券　

購
入
日
か
ら
一
年
以
内
に
、

　

回
数
券
の
最
終
券
（
表
紙
）
を
提
示

③
乗
車
券　

越
前
大
野
駅
で
発
行
さ
れ
る

　

証
明
書
を
提
示

必
要
な
も
の　

助
成
金
の
交
付
を
受
け
る

　

口
座
の
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
と
印
鑑

駅
プ
ラ
ン
助
成
制
度

対
象　

越
前
大
野
駅
が
企
画
す
る
日
帰
り

　

旅
行
プ
ラ
ン
（
駅
プ
ラ
ン
）
を
申
し
込

　

ん
だ
市
民

助
成
額　

一
人
当
た
り
二
千
円

申
請
方
法　

旅
行
終
了
後
三
十
日
以
内
に

　

越
前
大
野
駅
で
証
明
を
受
け
た
「
駅
プ

　

ラ
ン
助
成
金
交
付
申
請
書
」
を
提
示
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　今月は、愛知県で開催されている「愛・地球
博」にちなんで、万博の歴史について書かれた
本を紹介します。
　万博の歴史は150年余りありますが、その実
態はあまり知られていません。著者は仕事で万
博に携わることになり、万博について知ろうと
研究を始めました。その研究の中から興味深い
ものを選んでまとめた本です。
　大阪万博の入場者数6422万人が世界の万博
史上、まだ破られていない記録であること、仏
ワインが万博を通じて世界に広まったことな
ど、万博にまつわるさまざまなエピソードが
50項目にわたって紹介されています。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

透
明
な
歳
月
の
光
（
曽
野
綾
子
）
雨
よ

り
せ
つ
な
く
（
吉
元
由
美
）
漂
う
殺
人

鬼
（
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ヴ
ゼ
イ
）
き
み
に

読
む
物
語
（
ニ
コ
ラ
ス
・
ス
パ
ー
ク
ス
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

　
「
平
家
物
語
」
を
歩
く
（
身
延
典
子
）

経
済
の
地
図
帳
（
日
本
放
送
協
会
）
調

理
以
前
の
料
理
の
常
識（
渡
邊
香
春
子
）

昭
和
モ
ダ
ン
キ
モ
ノ
（
中
村
圭
子
）
大

人
の
言
う
こ
と
を
聞
き
な
さ
い
！
（
佐

藤
貴
彦
）

【
児
童
図
書
】

手
で
食
べ
る
？
（
森
枝
卓
士
）
の
は
ら

う
た　

わ
っ
は
っ
は
（
工
藤
直
子
）
ま

た
た
び
ト
ラ
ベ
ル
（
茂
市
久
美
子
）
ソ

フ
ィ
ー
は
子
犬
も
す
き
（
デ
ィ
ッ
ク
・

キ
ン
グ
＝
ス
ミ
ス
）
ぼ
く
は
ジ
ョ
シ
ュ

ア
（
ジ
ャ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
）
禁
じ
ら
れ

た
約
束
（
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ェ
ス
ト
ー
ル
）

【
絵
本
】

オ
ッ
ト
ー
（
ト
ミ
ー
・
ウ
ン
ゲ
ラ
ー
）

も
し
ゃ
も
し
ゃ
ち
ゃ
ん
（
マ
レ
ー
ク
・

ベ
ロ
ニ
カ
）
く
ろ
ず
み
小
太
郎
旅
日
記

そ
の
５
（
飯
野
和
好
）
ガ
オ
（
田
島
征

三
）ア
ル
フ
ィ
ー
と
く
ら
や
み（
エ
ロ
ー

ル
・
ル
・
カ
イ
ン
）

　

そ
の
他
、
三
百
七
十
五
冊
入
り
ま
し
た
。

久島伸昭著　講談社刊

「万博」発明発見
50の物語　　　

　

現
代
人
は
、
歩
く
機
会
が
減
っ
た
こ

と
や
、
靴
・
靴
下
を
履
く
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
足
の
裏
へ
の
刺
激
が
少

な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

足
の
裏
を
刺
激
す
る
こ
と
は
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
鍛
え
、
正
し
い
歩
き
方
に

つ
な
が
り
ま
す
。
普
段
か
ら
足
の
裏
を

意
識
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

正
し
い
姿
勢
で
立
て
ま
す
か
？

　

両
足
を
そ
ろ
え
て
立
っ
た
と
き
、
ぐ

ら
ぐ
ら
す
る
、
体
重
が
両
足
に
平

均
し
て
か
か
ら
な
い
、
五
本
の
指

で
体
重
を
支
え
て
い
な
い
、
と
感

じ
る
人
は
正
し
い
姿
勢
で
立
っ
て

い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
ざ
・
腰
・
背
中
・
首
を
ま
っ

す
ぐ
伸
ば
し
、
足
の
裏
全
体
で
大

地
を
踏
み
し
め
る
感
覚
を
意
識
し

ま
し
ょ
う
。

ツ
ボ
指
圧
で
足
裏
を
刺
激

　

足
の
裏
に
は
全
身
の
ツ
ボ
が
集
中
し

て
い
ま
す
。
足
の
裏
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す

る
こ
と
で
、体
全
体
の
緊
張
が
和
ら
ぎ
、

血
流
も
良
く
な
り
ま
す
。

【
ツ
ボ
指
圧
の
ポ
イ
ン
ト
】

○
右
足
に
は
右
半
身
、
左
足
に
は
左
半

　

身
の
ツ
ボ
が
あ
る
の
で
両
足
と
も
行

　

う
○
呼
吸
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
五
秒
を

　

目
安
に
ゆ
っ
く
り
と
指
圧
す
る

○
ツ
ボ
を
指
圧
し
て
、痛
け
れ
ば
強
く
、

　

気
持
ち
良
け
れ
ば
軽
く
行
う

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

「さあ歩こう！　　　　　　
それが健康管理の第一歩」

足
の
裏
を
意
識
し
て

副鼻腔

側頭
脳下垂体

目

耳（扁桃腺）
リンパ腺

右気管

副腎
胆のう

横行結腸

上行結腸

盲腸
ひざとヒップ

松果腺

鼻

太陽神経叢

すい臓
十二指腸

尿管

膀胱

尾骨（仙骨）

痔

副鼻腔

側頭
脳下垂体
目

耳（扁桃腺）

リンパ腺

左気管

副腎

横行結腸

下行結腸

S字結腸
ひざとヒップ
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人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
全
国
に
誇

れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
さ
せ

よ
う
と
取
り
組
む
の
が
「
荒
島
愛

山
会
」
で
す
。

　

愛
山
会
は
平
成
十
五
年
七
月
に

設
立
さ
れ
、
会
員
は
七
十
人
を
超

え
ま
す
。
会
長
を
務
め
る
畑
中
章

男
さ
ん
は
「
国
道
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
も
良
く
、
何
と
い
っ
て
も
頂
上

か
ら
の
景
色
が
す
ば
ら
し
い
荒
島

岳
を
、
地
域
お
こ
し
や
人
づ
く
り

に
活
用
で
き
れ
ば
と
思
い
設
立
し

ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
や
環
境
の

保
護
な
ど
の
目
的
を
持
っ
て
、
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
設
立
の
き

っ
か
け
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
の
活
動
と
し
て
、
山
に
登
っ

た
こ
と
の
無
い
人
な
ど
を
対
象
に

　
「
一
度
は
登
ろ
う
荒
島
岳
」
や
、

冬
山
を
楽
し
く
厳
し
く
体
験
す
る

　
「
荒
島
岳
ス
ノ
ー
登
山
」
な
ど
市

内
外
か
ら
の
参
加
者
を
交
え
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。
昨
年
四
月
に
は

会
の
メ
ン
バ
ー
や
登
山
愛
好
者
約

二
百
人
が
参
加
し
て
初
の
「
山
開

き
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
活
発
な

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
登
山
に
参
加
し
た
高
柳

豊
さ
ん
は
「
事
前
に
何
を
準
備
す

れ
ば
良
い
の
か
な
ど
、
経
験
豊
富

な
役
員
の
人
が
親
切
に
教
え
て
く

れ
る
の
で
頼
も
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

愛
山
会
が
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
「
小
枝
の
ダ
ム
づ
く
り
計

画
」
で
す
。

　

落
ち
葉
は
本
来
、
土

が
肥
え
る
栄
養
素
と
な

り
ま
す
が
、
登
山
者
が

登
山
道
の
落
ち
葉
を
踏

み
細
か
く
し
て
し
ま
う

た
め
、
雨
が
降
る
と
一

緒
に
流
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
土
が

育
た
ず
、
木
の
根
が
む

き
出
し
に
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　

計
画
は
、
登
山
道
に

落
ち
て
い
る
木
の
枝
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
ダ
ム
で
、
落
ち
葉
を
く

い
止
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

落
ち
葉
は
止
め
て
も
水
は
通
す
の

で
自
然
界
に
戻
す
試
み
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。

　

「
こ
の
ダ
ム
づ
く
り
計
画
は
、

す
べ
て
現
地
に
あ
る
も
の
を
使
う

の
で
費
用
が
掛
か
ら
な
い
、
画
期

的
な
方
法
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

六
月
と
十
月
の
年
二
回
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
多
く
の
人
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
幹

事
長
の
高
松
誠
さ
ん
。

　

愛
山
会
で
は
、
四
月
三
十
日
か

ら
五
月
一
日
に
か
け
て
「
第
二
回

山
開
き
」
を
勝
原
ス
キ
ー
場
で
開

催
し
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（10）

　

小
説
家
で
、
登
山
家
と
し
て
も

知
ら
れ
る
深
田
久
弥
氏
の
著
書

『
日
本
百
名
山
』
に
、
県
内
で
唯

一
選
ば
れ
て
い
る
荒
島
岳
（
一
、

五
ニ
三
・
五 

㍍
）。

　

そ
の
荒
島
岳
を
も
っ
と
地
元
の

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

「
荒
島
岳
」
活
用
し

　
　
　

地
域
お
こ
し
や
人
づ
く
り

荒島愛山会

「荒島愛山会」ホームページ
http://arasimadake.zive.net/aizankai/index.html

愛山会メンバーや登山愛好者約200人が参加した昨年の「山開き」

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
小
枝
の
ダ
ム
づ
く
り
計
画
」（
愛
山
会
提
供
）

「スノー登山」（２月19、20日）
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学
校
で
は
た
ま
ご
っ
ち
と
ポ
ケ

モ
ン
が
は
や
っ
て
い
て
、
私
も
ピ

ン
ク
色
の
た
ま
ご
っ
ち
を
持
っ
て

る
よ
。
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い

る
の
で
、
学
校
終
わ
っ
た
ら
そ
の

ま
ま
北
部
児
童
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

て
宿
題
す
る
の
。
ダ
ブ
ル
チ
ー
ズ

バ
ー
ガ
ー
が
好
き
で
、
注
文
す
る

と
き
は
い
つ
も
こ
れ
。
給
食
の
牛

乳
は
我
慢
し
て
飲
む
け
ど
、
家
で

は
絶
対
に
飲
ま
な
い
。
だ
っ
て
味

が
変
だ
も
ん
。
今
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
練
習
し
て
い
る
け
ど
、
将
来

は
、
お
父
さ
ん
が
し
て
い
る
テ
ニ

ス
の
選
手
に
な
り
た
い
な
。

　

亀
山
保
育
園
の
時
か
ら
仲
良
し

で
、
学
校
で
は
ゴ
ム
飛
び
な
ど
し

て
遊
ぶ
の
。
好
き
な
授
業
は
体
育

で
、
体
を
動
か
す
の
が
好
き
だ
か

ら
。
学
校
が
終
わ
っ
た
ら
家
で
宿

題
し
て
、
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
で

待
ち
合
わ
せ
す
る
の
。
前
に
蒸
し

パ
ン
を
作
っ
た
け
ど
、
お
い
し
か

っ
た
よ
。
二
人
と
も
甘
い
も
の
が

大
好
き
な
ん
で
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

（
浦
山
さ
ん
）
と
ド
ー
ナ
ツ
屋
さ

ん
（
東
さ
ん
）
に
な
る
の
が
将
来

の
夢
。
一
緒
の
お
店
で
働
け
た
ら

い
い
な
。

　ショッピングモールＶＩＯ内にある子育て交流
広場「ちっくたっく」が、４月にＮＰＯ法人を取
得しました。今回、代表を務める古瀬さんにその
経緯や思いをお聞きしました。

　　　広場名称の由来は何ですか。
　時計の長針と短針を親子の関係に当てはめ広場
の名前にしました。出会い、遊び、触れ合える広
場でありたいと思い活動しています。
　　　職員は何人いますか。
　保育士の資格を持つ人など５人で運営していま
す。子育ての中心は親子なので、広場に集う親子
に対して特別な援助や指導は行いません。何げな
いあいさつから心が通い合い、悩みなどを共有で
きるように、常にお母さんの目線で接するように

心掛けています。
　　　なぜ、ＮＰＯを取得したのですか。
　子育ては本来、隣近所や親類などたくさんの人
や地域の見守りの中で行われるものですが、地域
のつながりは薄れてきています。任意団体のまま
ではお母さんの悩みを聞いてあげることしかでき
ません。今子育てしている人の、地域の役割を果
たせる広場にしたい。そう思うようになりました。
法人格を取得して自分たちのやる気を示し、行政
や企業に働きかける橋渡しができれば、お母さん
たちの要望が実現できるのではと考えました。
　　　どんな要望が多いですか。
　子どもが病気になったときに預かってケアする
病児保育や、母子・父子家庭、外国から来た人の
子育てなどいろんなニーズがあります。
　　　今後、どんな広場にしていきたいですか。
　お母さん同士が出会い、話し合うことで育児書
よりも説得力のある助言が得られ、気持ちが安ら
ぎます。家では見ることのできない我が子の違う
一面を発見できたと喜ぶお母さんもいますよ。シ
ョッピングセンター内にあり土日、祝日でも開い
ているので、休日の子守りに困るお父さんなども
来てほしいですね。
　　　ありがとうございました。

古瀬　眞沙子さん（57歳・高砂町）

い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

三
根　

沙
織
さ
ん

（
下
庄
小
学
校
三
年
）

浦
山　

祐
希
さ
ん
・
右

東　
　

菜
摘
さ
ん
・
左

（
有
終
西
小
学
校
四
年
）

（11）

地
域
の
役
割
・
果
た
せ
る
広
場
に

広場に遊びに来た子どもと

※ＮＰＯ（NonProfit Organization：非営利組織の略）
　政府や私企業とは独立した存在として、市民や民間の支
援のもとで社会的な公益活動などを行う組織や団体のこと

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
そ
の
素
顔
に
迫
り
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
一
回
目
は
、
２
月
13
日
に
開
か
れ
た
「
ふ
る
さ
と

か
る
た
決
選
大
会
」
の
会
場
に
お
邪
魔
し
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

こ ん に ち は



　

kokutyo@
city.ono.fukui.jp

　

市
史
編
さ
ん
室
で
は
現
在
『
民

俗
・
方
言
編
』
を
編
集
中
で
す
。

そ
の
編
集
に
あ
た
り
、
昭
和
30
年

代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
人
々
の

生
活
ぶ
り
を
写
し
た
写
真
や
ネ
ガ

を
探
し
て
い
ま
す
。

　

牛
馬
で
田
畑
を
耕
し
て
い
る
風

景
や
家
族
み
ん
な
で
田
植
え
を
し

て
い
る
様
子
な
ど
、
何
で
も
結
構

で
す
。
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
史
編
さ
ん
室
（
市

　

図
書
館
内
☎
65
・
５
５
０
０
）

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
　
　
　
　

中
挟
団
地
（
１
戸
）

　

規
格　

２
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
有

　

家
賃　

月
額
５
万
７
０
０
０
円

○
東
二
番
・
西
二
番
町
家
住
宅

　

規
格　

４
Ｄ
Ｋ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

　
　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
風
呂
・
ト
イ
レ
有
）

　

家
賃　

月
額
５
万
１
４
０
０
円

　
　

〜
７
万
４
０
０
０
円

　

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
を
満

　
　

た
し
て
い
る
人

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
４
）

募
集
人
員　

１
人
（
採
用
予
定
日

　

平
成
17
年
５
月
１
日
）

業
務
内
容　

介
護
保
険
の
認
定
調

　

査
と
事
務

勤
務
条
件　

「
市
嘱
託
職
員
の
任

　

用
等
に
関
す
る
要
綱
」
に
よ
る

受
験
資
格　

昭
和
35
年
４
月
２
日

　

か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
市
民
で
、
介
護
支

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
―
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
―
１

　

援
専
門
員
の
資
格
を
持
つ
人

※
要
綱
上
、
給
与
と
年
齢
が
連
動

　

す
る
た
め
年
齢
制
限
あ
り

採
用
試
験

　

日
時　

４
月
24
日
㊐
午
前
10
時
〜

　

場
所　

市
役
所

　

内
容　

面
接
試
験

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
「
介
護
保

　

険
嘱
託
職
員
受
験
」
と
朱
書
き

　

し
て
、
直
接
持
参
ま
た
は
送
付

申
込
締
切
日　

４
月
15
日
㊎
（
当

　

日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢

　

福
祉
係　

〒
９
１
２
ー
８
６
６

　

６
大
野
市
天
神
町
１
ー
１
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
４
８
２
）

　

平
成
17
年
は
、
５
年
に
１
度
実

施
さ
れ
る
「
国
勢
調
査
」
の
年
で

す
。
担
当
調
査
区
へ
の
調
査
票
の

配
布
と
回
収
、
点
検
な
ど
を
行
う

調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
む
20
歳
以
上
で
、

　

調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
保
持

　

で
き
、
警
察
や
選
挙
、
税
務
に

　

直
接
関
係
の
な
い
健
康
な
人

任
命
期
間　

８
月
下
旬
〜
10
月
中
旬

募
集
人
員　

２
３
０
人
程
度

報
酬　

平
均
５
万
円

※
担
当
調
査
区
に
よ
り
異
な
る

申
込
方
法　

①
市
販
の
履
歴
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
送
付
②
電

　

話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、
氏
名
、
住

　

所
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

　

番
号
、
連
絡
の
取
り
や
す
い
時

　

間
帯
を
必
ず
明
記

申
込
締
切
日　

５
月
31
日
㊋
（
当

　

日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先　

情
報
広
報
課

　

情
報
管
理
係　

〒
９
１
２
ー
８

　

６
６
６
大
野
市
天
神
町
１
ー
１

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
４
４
）

　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

明
治
21
年
（
１
８
８
８
年
）
４

月
８
日
、
銭
湯
か
ら
出
火
し
た
火

事
は
、
死
者
３
人
、
被
災
者
４
千

人
を
超
え
る
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
大
野
町
役
場
は
こ
の
日

を
「
大
火
記
念
日
」
と
定
め
、
防

火
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
こ

の
記
念
日
に
文
化
会
館
周
辺
で
消

防
総
合
訓
練
を
行
い
ま
す
。
訓
練

当
日
は
午
前
９
時
に
２
回
、
亀
山

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
の
文
化
会
館
駐
車

場
や
周
辺
の
道
路
に
は
、
前
日

（
４
月
７
日
㊍
）
の
夜
か
ら
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

都
市
整
備
課

中
挟
団
地
な
ど
入
居
者
募
集

福
祉
課

介
護
保
険
の
認
定
調
査

　
　
　

嘱
託
職
員
募
集

市
史
編
さ
ん
室

テ
ー
マ「
昭
和
の
暮
ら
し
」

　
　

写
真
や
ネ
ガ
募
集
中

４月８日㊎　春季消防総合訓練を実施

　生音頭育成保存会では、毎年お盆に
開催される「おおの城まつり」の「お
おのおどり」で、生音頭や演奏に参加
する人を募集しています。
　歌、太鼓、三味線、笛など何でも結
構です。
問合せ先　城まつり実行委員会
　（大野商工会議所内☎66・1230）

城まつり生音頭など
　　　演奏への参加者募集
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情
報
広
報
課

平
成
17
年
国
勢
調
査

　
　
　

調
査
員
を
募
集



活
動
内
容　

一
人
暮
ら
し
の
お
年

　

寄
り
へ
の
昼
食
配
達
と
安
否
確

　

認
（
月
２
回
程
度
）

対
象　

自
家
用
車
で
配
達
で
き
る
人

申
込
締
切
日　

４
月
15
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢

　

福
祉
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内

　

線
４
８
４
）

日
時　

４
月
12
日
㊋
午
後
７
時
30

　

分
〜

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　

15
人
（
先
着
）

参
加
料　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

申
込
締
切
日　

４
月
８
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
☎
65
・
７
２
２
１
）

日
時　

５
月
14
日
か
ら
６
月
４
日

　

ま
で
の
毎
週
月
・
木
・
土
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所　

明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

40
人
（
先
着
）

参
加
料　

３
０
０
０
円
（
保
険
料

　

含
む
）

申
込
締
切
日　

５
月
10
日
㊋

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連
絡

　

先
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

　

ル
で

申
込
・
問
合
せ
先　

市
テ
ニ
ス
協

　

会
・
坂
本
靖
さ
ん
（
6　
66
・
０

　

８
０
４
）
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

onotenniskyo@
yahoo.co.jp

　

サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、

電
気
さ
く
を
設
置
す
る
場
合
、
そ

の
購
入
に
対
し
補
助
し
ま
す
。
た

だ
し
、
設
置
す
る
さ
く
の
長
さ
が

合
計
２
０
０
㍍
以
上
必
要
で
す
。

対
象　

集
落
の
お
お
む
ね
半
数
以

　

上
の
農
家
が
有
害
鳥
獣
の
被
害

　

を
受
け
て
い
る
地
区
で
、
農
業

　

者
が
組
織
す
る
組
合

補
助
限
度
額　

50
万
円
（
購
入
費

　

用
の
２
分
の
１
以
内
）

問
合
せ
先　

農
政
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
１
３
）

日
程　

４
月
３
日
㊐
〜
18
日
㊊

会
場　

亀
山
・
義
景
・
有
終
公
園

お
祭
り
広
場
（
有
終
公
園
）

９
日
㊏　

午
後
５
時
〜
８
時

　

ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
式
や
ぼ
ん

　

ぼ
り
・
あ
ん
ど
ん
点
灯
式
な
ど

10
日
㊐　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

ち
び
っ
こ
太
鼓
演
奏
な
ど

問
合
せ
先　

㈳
市
観
光
協
会

　
（
☎
65
・
５
５
２
１
）

福
祉
課

高
齢
者
へ
の
弁
当
配
達

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

関
東
風
と
関
西
風

桜
も
ち
作
り
参
加
者
募
集

市
テ
ニ
ス
協
会

初
心
者
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
　
　
　

受
講
生
を
募
集

　

高
齢
者
が
外
出
時
に
使
用
す
る
歩

行
補
助
用
具
（
電
動
車
い
す
・
歩
行

器
）
の
購
入
補
助
が
、
平
成
16
年
度

で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
に
購
入
し
て
も
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
８
４
）

電動車いす・歩行器購入
補助事業が終了

第27回大野さくらまつり

　平成17年度の「休日粗大ごみ特別受
付日」は次のとおりです。
日程　4月3日・6月5日・7月10日・
　　　9月4日・10月2日・11月13日
　　　平成18年3月12日（各日曜日）
時間　午前8時30分～正午
対象物　家電製品や自転車、家具など
※燃やせるものは縦70㌢、太さ10㌢
　程度にしてください
対象とならないもの
　家電リサイクル対象４品目（テレビ、
　冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、洗濯機）、
　タイヤ、パソコン、農機具類などの
　産業廃棄物
手数料　有料
その他　粗大ごみは、ごみステーショ
　ンに出さないでください
問合せ先　クリーンセンター
　　　　　（☎65・6120）

　学生で、本人の所得が一定額以下の
場合、申請し承認を受けることで国民
年金の保険料を後払いできる「学生納
付特例制度」があります。
　承認を受けると、在学中にもし障害
者になったときに満額の障害基礎年金
が受けられます。
　前年の所得を確認するため、申請は
毎年必要です。印鑑と、在学証明書か
学生証の写しを持参ください。
制度の承認月　4月分～翌年3月分
申請・問合せ先　市民課国保年金係
　（☎66・1111内線456）

市 民 の う ご き
３月１日現在 前　月　比

世帯数 11,976世帯 －17世帯
人　口 39,310人 －36人

内訳
男 18,736人 －28人
女 20,574人 －8人

２月中
の異動

転入 44人 出生 24人
転出 68人 死亡 36人

ごみ・休日受付

国民年金
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農
政
課

活
用
く
だ
さ
い

電
気
さ
く
の
設
置
補
助



　市内で活動を展開する４団体と行政から２つの課が、
活動や事業の内容を発表し合う「生涯学習フォーラム」
が２月26日、有終会館で開かれました。小山愛育会は、
会結成の経緯やヨサコイ踊りに取り組む様子などを発表
しました。

生涯学習活動など発表

市民約180人の前でヨサコイ踊り披露

2005.4 広報おおの（14）

　市赤十字奉仕団主催の「家庭看護法講習
会」が２月18日、市役所で開かれました。
団員と一般参加者約30人が受講し、家庭で
できる看護方法のコツを学びました。

家庭看護のコツ学ぶ

高橋美智子指導員（左）から実技指導

　「健康のために何をどれだけ食べればよいのか」を
知ってもらおうと「健康ランチバイキング」が２月27
日、保健センターで開かれました。市食生活改善推進
員連絡協議会（若葉会）が主催して毎年開かれている
もので今回が７回目。参加した市民約50人は、自分の
体に合った「適量」を考えながら、主食やおかず、果
物などを選んで食べていました。

健康メニュー知って

　「川」をテーマに全国から募集した「第４回
越前大野感性はがき展」の表彰式が３月12日、
平成大野屋平蔵で行われました。応募総数3417
点の中から最優秀賞に選ばれたのは、高知県の
大野一雄さんの作品。大野さんは、全国の大野
姓に支店主となってもらい交流や情報交換など
を行う平成大野屋事業で、南国支店主として活
躍しています。「第２のふるさと大野で、この
ような賞が受賞でき、感慨無量です」と受賞の
喜びを語ってくれました。

感性はがき展『川』　最優秀賞は大野さん（高知県）

大
野
さ
ん
の
作
品



　スノーボードクロスの全日本選手権で初優勝した
吉田宏美さんが３月11日、市役所を訪れました。吉
田さんは、スノーボードを始めたきっかけや大会で
の様子などを市長に報告。「来年のトリノ五輪から
正式種目になるので、ぜひ出場したい」と今後の意
気込みを語ってくれました。

全国初優勝の喜び報告

　木本区に古くから
伝わる「初午だんご
まき」が３月11日に
行われました。会場
の岩崎稲荷神社は、
火の用心や無病息災
を願ってまかれる縁
起物を求め、たくさ
んの人たちでにぎわ
いました。

「初
はつ

午
うま

だんごまき」にぎわう

2005.4  広報おおの （15）

　当市在住のバイオリニスト、松谷由美さんと県内
外の音楽家によるコンサート「奥越前に春をよぶ音
楽会」が３月４日、文化会館で開かれました。５回
目を迎えた今回は弦楽四重奏にマリンバとピアノを
加え、「春がきた」や「花」など季節感あふれる楽
曲を次々と披露。会場に詰め掛けた約350人は、うっ
とり聞き入っていました。

春の調べにうっとり

話題のひろば

　上舌区と阿難祖領家区で整備が進めら
れていたふれあい会館が落成しました。
ともに木造平屋の建物で、上舌区は面積
約175平方㍍、総事業費は約２千600万
円。阿難祖領家区は面積約185平方㍍、
総事業費は約２千200万円です。今後、
区の会合や研修会などむらづくりの拠点
として利用されます。

ふれあい会館落成

上舌区（３月13日落成） 阿難祖領家区（３月６日落成）



　４月は始まりの季節。進学や就職
で新しい生活を始めた人も多いので
はないでしょうか。「広報おおの」
も紙面をリニューアルし、新コーナ
ーをスタートさせました。巻頭・巻
末ページをカラーにしたほか、お知
らせや市民のページはレイアウトを
変更。新コーナーとして、市内の元
気な子どもを紹介する「いきいき大
野っ子」を設けました。表面だけの
リニューアルにしないよう、次は内
容の充実が肝心。皆さんのご意見・
ご感想をお待ちしています（竹田）

編集後記

　七間朝市が3月20日、約3カ月ぶ
りに再開されました。通りには春を
感じさせるネコヤナギやフキノトウ、
冬の間保存しておいたサトイモやダ
イコンなどが並べられ、市内外から
訪れた大勢の買い物客でにぎわいま
した。朝市開きに合わせ「七間・春
の一番市」も開催。無病息災と商売
繁盛を祈る神事の後、振る舞い酒、
招福もちまき、ミニ・コンサートと
続き、花の苗の即売市には長蛇の列
ができました。買い物客は、久しぶ
りに会う農家のおばちゃんたちとの
世間話を楽しみながら、お目当ての
品を買い求めていました。この日は
「越前こぶし組」による人力車の運
行も再開され、車上から朝市を楽し
む観光客の姿も見られました。

　

児
童
生
徒
数
の
減
少

に
伴
う
適
正
な
学
校
教

育
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
が
、
小
学
校
新

一
年
生
は
か
ろ
う
じ
て

三
百
人
台
を
保
っ
た
▼

教
育
理
念
や
教
育
シ
ス
テ
ム
の
違
い
、
教
育
効

果
か
ら
み
て
絶
対
的
な
適
正
人
数
と
い
う
も
の

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
定
集
団
に
よ
る

活
動
で
教
育
効
果
が
あ
が
る
の
は
一
学
級
二
十

人
か
ら
三
十
人
程
度
と
い
わ
れ
る
▼
一
学
級
六

十
余
人
い
て
、
教
室
か
ら
廊
下
へ
出
る
の
に
机

の
上
を
飛
び
歩
い
た
世
代
は
、
そ
ん
な
多
人
数

の
群
れ
で
も
い
つ
の
ま
に
か
お
互
い
に
ル
ー
ル

や
躾
が
で
き
て
い
た
と
語
る
▼
当
時
は
自
分
の

親
だ
け
で
な
く
近
所
の
大
人
や
地
域
社
会
全
体

が
子
ど
も
を
教
育
し
、
安
全
を
見
守
っ
て
く
れ

た
。
そ
の
こ
ろ
の
躾
の
基
準
は
地
域
社
会
全
体

も
各
家
庭
も
同
じ
だ
っ
た
。
今
は
躾
に
ま
で
個

性
と
か
親
の
好
み
の
よ
う
な
も
の
が
入
っ
て
き

て
、
各
家
庭
の
躾
も
基
準
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
い
る
▼
市
内
量
販
店
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

ト
で
走
り
回
っ
て
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
注
意

し
た
ら
「
カ
ラ
ス
の
勝
手
で
し
ょ
」
と
替
え
歌

で
か
わ
さ
れ
た
上
に
「
子
ど
も
が
楽
し
く
遊
ん

で
い
る
の
に
何
で
他
人
か
ら
注
意
さ
れ
な
く
て

は
い
け
な
い
の
」
と
、
親
か
ら
文
句
を
言
わ
れ

た
▼
地
域
社
会
の
中
で
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
に
最
低
限
の
ル
ー
ル
が

あ
り
、
そ
れ
を
教
え
る
の
が
大
人
の
責
務
で
あ

る
。
カ
ラ
ス
（
子
ど
も
）
の
勝
手
で
し
ょ
と
い

う
子
ど
も
を
な
く
し
た
い
も
の
だ
。
そ
の
た
め

に
は
学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
と
も
に
責
任
を

持
ち
、
子
育
て
は
地
域
社
会
共
通
の
営
み
で
あ

る
と
の
認
識
連
帯
が
必
要
で
あ
る
（
安
田
）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

㉕

西
応
寺
（
今
井
十
五
ー
十
三
）

　

国
道
１
５
７
号
か
ら
今
井
バ
ス
停
を
南
に
折
れ
、

約
四
百
㍍
の
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
本
堂
は
一
七

五
四
年
に
再
建
、
住
職
や
家
族
の
住
む
庫
裏
は
一
八

ニ
八
年
の
建
築
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
尾
利
昭
邸
（
大
矢
戸
二
十
六
ー
ニ
）

　

国
道
１
５
７
号
か
ら
新
在
家
バ
ス
停
を
西
に
折
れ
、

西
大
月
橋
を
越
え
て
約
一
㌔
。
大
矢
戸
集
落
セ
ン
タ

ー
前
に
位
置
し
ま
す
。
生
け
垣
と
調
和
し
た
重
厚
な

門
が
特
徴
的
で
す
。

表紙のことば


